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はじめに

　私たちは 21世紀に向けて，自分たちの文明と，自分たちにつながる人間の
身体について，それをいつくしみ，よく保ち，発展させ，望むべくは改良して，

あるいはすくなくとも壊さず，そのままに，われわれの後にくるべき者らに渡

すようにと，そのことを願って生き，そのことを願って考えようとしているの

ではないでしょうか？

　医療する方たちの想像力，イマジネーションは，また癒されるもの，私ども

の想像力は，このように自分らの生きる惑星の文明と環境を，未来に向けて考

えるということをします。そしてそれは具体的に，人間の身体について，私た

ちひとりひとりの身体と，そして新しくやってくるものたちの身体について考

えているということではないでしょうか？（大江「癒される者」33）

　文明と人間の身体について，「同じひとつのものとして考え，思いやり，希望を

託す，そのために力を尽くすということ」（大江「癒される者」33）こそが，医療
をする人たちの想像力であり，それはまた，人間が持つべき性質のなかで最も肝要

なものなのではないか，と大江健三郎は 1994年に開催された国際医療フォーラム
での演説の中で示唆した。本年（2023年）3月に逝去した大江は執筆活動を通して，
1994年のノーベル賞受賞記念講演の「あ

ア ム ビ ギ ュ ア ス

いまいな日本の私」で述べたように，20
世紀がテクノロジーと交通の「怪物的な」発展のうちに積み重ねた被害を受けとめ，

そこから展望しうる，「人類の全体の癒しと和解に，どのようにディーセントかつ

ユマニスト的な貢献がなしうるか」（大江「あ
ア ム ビ ギ ュ ア ス

いまいな日本の私」17）を一貫して
探り続けた。また，障害のある長男光さんと共生することを，大江はその人生と文
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学の中心に据え，普遍的に求められる社会的弱者への配慮，支援や慈しみや，守ら

れるべき人間の尊厳について，核時代を生きる日本人として表現し続けた。

　大江のこうした人間観と文学観を共有したのは，第 2次世界大戦でドレスデン空
爆の被害にあった経験を持つ，米国の小説家カート・ヴォネガットであった。ヴォ

ネガットは，1945年，第 2次世界大戦中に陸軍兵士としてドイツの前線地帯に赴
いたが，赴任後すぐに敵軍の捕虜となり，ドレスデンの戦争捕虜収容所に送られた。

ドレスデンの街は，ヴォネガットが収容所に連行された翌月には連合国軍による大

空襲を受け，彼は瀕死の危機に陥りながらも辛うじて生き延びる。ヴォネガットの

平和主義の根底には，第 2次大戦中のドレスデンにて夥しい数の人々が，軍事テク
ノロジーを用いて命を奪われ，破壊されてしまうのを目の当たりにしたという経験

がある。大江健三郎は，1984年に行われたヴォネガットとの対談の中で，「ヴォネ
ガットさんは，実際に，例えば平和のために，あるいは核兵器廃絶のために，ある

いはテクノロジーによって人間が破壊されてしまわないために，具体的に抗議の声

を挙げる人だということです」（ヴォネガット，大江「テクノロジー文明と『無垢

（イノセンス）』の精神（対談）」73）と，ヴォネガットの平和に対する姿勢を称え
ている。

COVID-19，ヒポクラテスの誓い，ヴォネガット

　新型コロナウイルス感染症（COVID︲19）は，2019年末から 2020年前半にかけ
て，有効な治療法が見つからないまま，急速に世界各国に感染拡大した。2019年
12月末の中国における最初の症例報告から 2ヶ月後には，53ヶ国に感染が拡大し，
全世界で 3000人を超える死亡者が確認された。このような中で，感染拡大を防ご
うと，住民の行動を制限し，中には，必要不可欠な外出を除いた移動を厳しく禁止

するロックダウン（都市封鎖）や，プライヴァシーに踏み込んだ感染経路の追跡調

査やマスク着用義務化などを行う国々も複数あった。その後も感染は拡大し続け，

2023年の 5月の時点で，世界中で，死者は 700万人近くに達した。世界保健機関
（WHO）のテドロス事務局長は，本年（2023年）5月 5日，3年 3ヶ月に及んだ
「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」の終了を宣言した。テドロスは緊急

事態開始から 3年経過し，ワクチン接種や感染により集団免疫が高まり，
COVID︲19による致死率が下がり，医療システムへの負荷が減少してきたことを
緊急事態終了の理由であるとした。
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　本稿では，米国において見られた COVID︲19の感染拡大への対応をめぐる論争
の諸相をカート・ヴォネガットやW・E・B・デュボイスらアフリカ系アメリカ人
の指導者らの思想と関連付けることを通して捉えていく。アメリカ文学研究の視座

から，アメリカにおけるコロナ禍をめぐる論争がいかなるものであったか分析する

ことを試みる。

　ヴォネガットはマサチューセッツ工科大学（MIT）における講演の中で，科学
者が決して人間を傷つけるためにその技術を用いることはしないという強い倫理感

を守るようにしなければ，科学技術の力は人間の尊厳を蹂躙し，その命や生活，健

康を破壊する可能性のあるものであると警鐘を鳴らした（1）。科学技術が進歩し，機

械による効率化が進む中で，人間の尊厳が失われることに危機感を示したヴォネガ

ットは，紀元前 4世紀の「医学の父」ヒポクラテスが語ったとされる誓いの意義を
訴えた。ヒポクラテスの誓いは，現代の医療倫理の根幹を成す患者の生命尊重・健

康保護の思想や，専門家としてのモラルと尊厳の保持などを誓うものである。ヴォ

ネガットは，ヒポクラテスの誓いの中で，特に重要視する一節を 1985年に行われ
たMITの講演において，次のように紹介する。「わたしの能力と判断力にしたが
い，患者の利益のために養生法をほどこし，患者を苦しめたり，そのほか不正な目

的でそれを用いたりはしません。たとえだれに求められても，人の命を絶つような

薬を与えないし，またそのような薬を奨めたりもしません」（『死よりも悪い運命』

186）。そして，ヴォネガットは次のように，医師だけにとどまらず，あらゆる専門
の科学者にとって，このヒポクラテスの誓いの精神は心に留めておくべきものであ

ると述べる。「すべての科学が，人びとに安全で健康な生活を送らせたいという単

純な願望をそのルーツに持っていることを思いだせば，医師だけではなく，あらゆ

る種類の科学者がそこに含まれるように，この誓いを簡単にパラフレーズすること

ができるでしょう」と続けた（186）。
　コロナ禍の米国では，ヒポクラテスの誓いの精神に基づいて，ある医師団が，経

済的に豊かではない各国の人々の治療に使用できる，安全で安価なジェネリック薬

の多剤併用療法を COVID︲19の治療のために確立し，治療法をウェブ上の非営利
の研究サイトでリアルタイムに公表していた。その医師団とは，東バージニア医科

大学教授（2020年 4月当時）のポール・マリク医師とウィスコンシン大学医学部
の客員教授で救命救急サービス部長（2020年 4月当時）のピエール・コーリー医
師らの率いる救急救命医学領域の医師 10人が 2020年 4月に設立した「新型コロナ
救命治療最前線同盟」（Front Line COVID︲19 Critical Care Alliance : 以下
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FLCCC）である。彼らは，2020年 3月には，COVID︲19による肺炎症状を呈する
患者に「MATH＋」と称するプロトコルによる治療を施行して，好成績を収める
ようになった。この治療法はソーシャル・メディア上で共有され，世界中の緊急治

療医の間に広まり，実践された。その結果，FLCCCの医師らには世界中から問い
合わせや感謝の Eメールが届くようになった。ジャーナリストのマイケル・カプ
ッツォは FLCCCの活動を紹介する記事の中で，それらのメールの一例を紹介して
いる：

　親愛なるマリク医師。私ははるかインドのビハール州ムザッファルプル市の

ものです。この地域の人々は裕福ではなく，高価な治療法は受けられません。

とても安いお金で何百もの人々のいのちを救おうと，私はみなさんのMATH
＋という治療法を全面的に採用しました。政府から与えられた施設は限られた
ものなので，私が患者のためになんとか用意できたのは，自家製の酸素生成機

を使ってなんとか酸素飽和量 72％を維持できる部屋と，うつぶせさせること
と，そしてMATH＋という治療法だけでした。皆さんには感謝の言葉もあり
ません。みなさんが考えられた治療法は，ノーベル賞ものです。ほんとうに言

葉にはできないくらい感謝しています。ありがとうございました。　ビモハ

ン・クマル医師（カプッツォ）

　FLCCCのMATH＋プロトコルは，高額な新薬による治療や，高度な医療設備
にアクセスすることができない各国の人々の助けとなる，安全で廉価な治療法であ

った。マリク医師はパンデミックの始まった当初から，世界中の発展途上国の恵ま

れない人々に，治療法やワクチンがなければならないと考え，誰もがアクセス可能

な安価で有効なジェネリック薬を使った治療法の開発を心がけていた（カプッツ

ォ）。

　大村智によれば，2020年 4月に，オーストラリアのモナシュ大学のレオン・カ
リー博士やカイリー・ワグスタッフ博士のグループが試験管内でのデータで，「イ

ベルメクチンが新型コロナウイルスの増殖を阻害する」（33︲34）ということを発表
したということである。この研究を受けて，世界各国の医師たちがイベルメクチン

を COVID︲19の治療に使い始めた。そして，その結果がツイッターなどソーシャ
ル・メディアを通じて拡散していき，この薬が新型コロナにも使えるという情報が

広がったのだという。そして，その後の観察研究やランダム化比較試験などの臨床
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試験で，イベルメクチンが新型コロナに有効であるという論文が数多く発表される

ようになったとのことである（大村 34）。
　大村によれば，「一般には，イベルメクチンはアフリカや南米に多いオンコセル

カ症（河川盲目症）やリンパ性フィラリア症（象皮症）など線虫性熱帯病の制御に

成功した医薬品として知られており，20年程前よりヒトの腸管糞線虫症や疥癬と
いう特殊な感染症の治療の特効薬として」（4）活用されているとのことである。そ
して，イベルメクチンが多くの種類のウイルスに対して抗ウイルス作用を示すこと

が報告されているという（大村 33）。
　このような中で，FLCCCの医師らは，世界各国で行われているイベルメクチン
の臨床試験の経過を調査・解析した結果，感染早期の患者の外来管理と濃厚接触者

の発症予防には，この薬が十分な効果を示すと判断した。FLCCCによると，26件
の論文のうち 16件がランダム化比較試験を受けており，統計学的に高い有意を示
し，イベルメクチンが COVID︲19の治療に効果があることは疑いのないものであ
るということだった。COVID︲19に罹った患者たちは，イベルメクチンを服用す
れば，入院せずとも急速に回復が見込まれることがこれらの研究の中で示されてい

た（カプッツォ）。

　FLCCC会長のピエール・コーリー博士は，2020年 12月に米国議会上院の国家
安全保障・政府問題委員会に証人して召喚され，イベルメクチンの COVID︲19予
防と治療に関する世界の試験成績を説明し，米国における早期の適応拡大を求めた。

特に，米国 NIHが定めた「新型コロナウイルス感染症治療ガイドライン」におけ
るイベルメクチンの推奨レベルを是正することを求めた。八木澤守正によれば，こ

れを機に米国内でのイベルメクチンの新型コロナに対する適応外の臨床使用は急速

に増えたということであり，CDCの報告によるとパンデミック以前の 2020年 3月
ごろまでと比べると，2021年 1月には 1週間当たりのイベルメクチンの処方件数
は 10倍以上増加して，同年 8月には 20倍以上増加している。また，2021年 8月
のある 1週間の新規感染者のうち，9.7％までがイベルメクチンの処方を受けてい
たということである（八木澤「イベルメクチン論争の虚実」162︲163）。
　2021年 4月下旬には，インドでは COVID︲19のデルタ株が猛威を振るい，感染
者が急増し，3万人に達そうとしていた。それを受けて，インド保健当局は外出禁
止，ソーシャルディスタンス，マスク着用などを徹底，イベルメクチンの使用も許

可した。すると 5月 15日には感染者数が 80％ 近く急落したという（馬場）。

FLCCCによると，この時期に，インドでは全インド医科大学（AIIMS），インド
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医学研究評議会（ICMR）が，軽症の COVID︲19患者にイベルメクチン使用を推
奨する緊急対応をしたということである（馬場）。2021年 9月中旬の時点では，イ
ベルメクチンが新型コロナの治療や発症予防に対して全国的に採用されている国

15ヶ国，一部地域で使用されている国は 19ヶ国であった（八木澤「イベルメクチ
ン論争の虚実」111）。また，2023年 6月に刊行された著書 The War on Ivermec-
tinの中で，FLCCC会長のピエール・コーリー医師は，当該書籍を執筆中の時点
で，c19early.orgという匿名の統計学者らと研究者らの運営するウェブサイト上の
統計によれば，イベルメクチンの有効性を示す研究は，27ヶ国から 134,554人の患
者を含む 1,023人の科学者による 95の研究があると述べている（169）。
　イベルメクチンを新型コロナの治療と発症予防に使用することに対して，向けら

れた強固な否定論の背景にある，医薬品の研究開発の事情について八木澤は以下の

ように述べる。

　過去数十年間にわたって，世界各国で数十億回の投与が行われたことにより

蓄積された安全性に関する信頼と，南米各国では処方箋が不要な一般薬として

取り扱われるほどの入手の容易さと廉価さが，新型コロナのワクチンや新規抗

ウイルス薬を開発しようとしている巨大製薬会社にとっては，新型コロナへの

適応拡大を阻止したい理由になっていると考えられています。

　また，世界各国で繰り広げられる医師主導型治験から得られた新型コロナ制

御に係るイベルメクチンの有効性の情報が，従来の医薬品の開発研究に比べる

と正統から外れており，異端と見なされる状況があることも事実です。

　従来の抗感染症薬の開発は，探索研究から基礎的活性評価研究（試験管内，

動物実験），薬物動物等の評価，投与法・投与量の検討，安全性と有効性に関

する探索的な臨床研究，検証的な臨床研究という段階を経て得た最終評価成績

を，医薬品規制当局に提出して承認審査を受けるという企業主導型の研究開発

でした。

　通常は数百億円の開発費用と 8～10年の開発期間がかかるのが一般的とされ
ており，その経費は承認後の売り上げをもって補塡するという図式でした。

［……］

　今回のコロナ・パンデミックは，緊急使用許可（EUA）という形で全く新
規なワクチンやモノクローナル抗体の研究開発を促し，エボラ出血熱の治療薬

として開発途上にあったレムデシビルの臨床導入という展開を通じて製薬業界
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を著しく活性化しました。

　そのような新規抗感染症薬の研究開発に対する製薬業界の活性化が起きてい

る最中に，数十年の使用に基づく安全性が保障されており，廉価なジェネリッ

ク品が数多く存在するイベルメクチンが新型コロナの治療薬として注目を集め

ているのです。

　従来は医薬品の開発とは無縁であったような開発途上国における医師主導型

で小規模な臨床試験成績が多数提示されて，新型コロナへの適応拡大が求めら

れたとしても，従来の医薬品規制の信念に基づく規制当局としては，簡単に適

応拡大の要請に応じられないことも理解はできます。（「イベルメクチン論争の

虚実」158︲160）

　イベルメクチンの COVID︲19に対する有効性については，2023年 7月の今日に
おいても，各国で未だに見解が二つに割れている。日本のメディアでは，2022︲
2023年には，イベルメクチンの効果に対する期待を込めたものよりも，否定的な
姿勢をとる記事の方が目立っている（大西，岩澤）。FLCCCに所属する臨床医ら
やその他の世界各国の臨床医らの行うメタ分析（SRMA）や小規模なランダム化比
較治験（RCT）や観察比較試験（OCT）では有効性が指摘され，各国の資金力の
ある大規模のランダム化比較治験においては，イベルメクチンの有効性は認められ

ない状態が続いている（Desort-Henin, Kory and McCarthy 225︲233,八木澤「イベ
ルメクチンの COVID︲19臨床試験成績のメタ分析に関する一考察」）。

パンデミック下のケアの危機とアメリカ文化・文学におけるケアの精神

　COVID︲19のパンデミックは，世界各国における「ケア」にまつわる政治的課
題を浮き彫りにした。ケア・コレクティヴの『ケア宣言―相互依存の政治へ』

（2021年）において，世界各国で COVID感染拡大の中，社会的弱者と各種ケア・
ワーカーの方々が感染の危険性にさらされながら，十分な保護や手当や配慮が当局

から得られなかったことが批判されている。

　この世界は，ケアを顧みないこと［無関心，無配慮，不注意，ぞんざいさ］

が君臨する世界です。コロナウィルスの大感染は，合衆国，イギリス，そして

ブラジルといった国々を含む多くの国で，このケアのなさが継続していること
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を明るみにだしただけといってよいかもしれません。これらの国々では，まさ

にリアルな，差し迫ったパンデミックが襲ってくるというかなり以前からの警

告を軽視し，むしろ遠くの，あるいは実際には存在していない脅威に対する大

規模な軍備に膨大なお金を無駄に費やし，結果，すでに豊かな人たちにお金を

流し込んだのです。このことによって，Covid︲19の危険に最も晒されている
人々すなわち，医療関係者，ソーシャル・ワーカー，高齢者，健康に不安を抱

えている人たち，貧しい人々，受刑者，そして不安定雇用の下にある人たちが

受けた支援や援助は，取るに足らないものだということがはっきりしました。

（6）

　『ケア宣言』では，このようなケア不足は，パンデミック以前から各国において

常態化しており，社会の構造として定着していたことが指摘されている。「パンデ

ミックに襲われるずっと以前から，ケア・サーヴィスはすでに削減され，多くの高

齢者や障がい者たちの手に届かない高価なものとなり，病院は恒常的に患者に溢れ，

医療崩壊の危機に見舞われ，ホームレスの数は長年増加傾向にあり，食事を取れな

い生徒たちの対応に追われる学校の数はますます増えている」（6）ということであ
る。そして，社会福祉が削減される中で，多国籍企業は，介護・介助つき施設など

のケア産業への融資や大量の投機から莫大な利益をあげているのだという（6）。
　ヴォネガットはヴェトナム戦争の最中の 1970年に行われたベニントン大学の卒
業式での演説の中で，軍事が人間の尊厳を軽視し，破壊するものであるのかを批判

する一方で，芸術は人間の尊厳を守ることを強く訴える力があると主張する。ヴォ

ネガットは文学を志す前は，科学に傾倒していたが，科学技術が軍事に転用される

ことを知り，第 2次世界大戦下では，人間を蹂躙し，破壊する戦争のシステムと戦
闘の基盤には科学技術があることを目の当たりにして，悲観論者になったと述べる。

物事をよくするために何が求められるのか，という問いの答えとして，作家は，初

めにトマス・アクイナスの「慈悲の七つの精神的な働き」（『ヴォネガット，大いに

語る』（以下『ヴォネガット』）259）を紹介している。「無知な人にものを教えてあ
げること。疑い深い人の相談相手になってあげること。悲しんでいる人を慰めてあ

げること。罪を犯した人を𠮟責すること。過ちを犯した人を許してあげること。苦

痛を負わせる圧制者に耐え忍ぶこと。そしてあらゆる人々のために祈ること」（『ヴ

ォネガット』259）。ヴォネガットは続けて，トマス・アクイナスの忠告の「慈悲の
七つの肉体的な働き」（『ヴォネガット』260）を重要なものとして示している。「空
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腹の人に食べ物を与えること。のどが渇いた人に飲み物を与えること。裸同然の人

に着る物を与えること。宿なしの人に部屋を与えること。病人と捕らわれ人とを見

舞うこと。人質のために身代金を払ってやること。死者を手厚く葬ってあげるこ

と」（『ヴォネガット』260）。ヴォネガットが重視するトマス・アクイナスのこれら
の箴言の中に見られる，傷付き，弱っている他者への配慮や，すべての個人を人間

として尊重する姿勢は，ケアの倫理論者たちによるケアの定義と重なり合うもので

ある。岡野八代はダニエル・イングスターによるケアの実践の定義を次のように紹

介している。「わたしたちが直接的に諸個人を助けるためになすあらゆることと定

義されよう。それは，彼女・かれらの命にかかわる生物学的ニーズを満たすこと，

彼女たちの基本的な潜在能力を発展させたり，維持したりするために，そして，不

必要で，あるいは望ましくない痛みや苦しみを避けたり，緩和したりするためであ

る」（96）。また，岡野は，ケアとは「ケアを必要とする人の生を支えるための身体
的な活動

4 4

だけを指すわけではない」（95）と強調している。つまりケアは，ケアを
受ける人がいま何を必要としているのか，あるいはその人の動きや息遣いはどうか

を注視するなど，ケア活動をしている瞬間を超える，その人の生の在り方全体を配

慮するといった，特定の他者に強く関心を向ける営みを含んでいる」（95）と説明
する。ヴォネガットが重視するトマス・アクイナスの「慈悲の七つの精神的な働

き」は，特定の他者に関心を向ける，営みとしてのケアであると見ることができ，

さらに，「慈悲の七つの肉体的な働き」は活動としてのケアと見なすことができる

のではないだろうか。

　ヴォネガットに先行して，米国にはアフリカ系アメリカ人の地位向上運動の指導

者らや 19世紀の奴隷制廃止論者やセツルメント運動家による社会的弱者への配慮
の思想がある。W・E・B・デュボイスは『黒人のたましい』（1903年）の中で再
建期後に，社会的保護がなく，長時間の苦役，低賃金，幼年労働や高利と詐欺の危

険にさらされていたアフリカ系アメリカ人の（元奴隷の）労働者の人々に対する，

社会の上層階級に属する人々による温かい共感と心情に基づいた保護と指導の必要

性があったことを指摘している（230︲231）。1913年には，デュボイスは平和活動
の一環で，植民地主義と帝国主義がいかに弱者を搾取し，犠牲にしているかを指摘

する。「植民地住民は世界で最も窮乏した人びとであり，90％は十分な識字能力を
有せず，極度の貧困に苦しみ，病気の犠牲者になりやすい。植民地住民は今まで利

益の源泉とみなされ，世界の民主的発展の恩恵から排除されてきた。3世紀にわた
る植民地住民の搾取は，戦争・混乱・苦難の元凶であった」（『平和ための闘い』
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31）。このように，初期には自国内のアフリカ系の同胞に向けられていたデュボイ
スのケアの精神は，思索，執筆，運動が積み重ねられる中で，国外のサバルタンに

も向けられることとなった。

　1889年に，シカゴのスラム街の中心にセツルメント運動の拠点であるハル・ハ
ウスを開設し，貧しい移民の人々にボランティアで救いの手を差し伸べ，地域の社

会改良に尽力したジェイン・アダムズの思想にも，弱い立場にある人々への配慮が

顕著である。持病の悪化により叶うことはなかったが，アダムズは大学卒業後，女

子医科大学に進学し，医学を学んで貧困者の医療に従事しようと志す。鈴木健二に

よれば，「アダムズは移民たちの物質的生活を援助したばかりでなく，心の飢えも

満たそうとした」という（106）。ハル・ハウスには，教養のある人々が好むような
マホガニーの家具が備え付けられ，花が飾られ，読書会や美術展や音楽会が開かれ，

ハル・ハウスは，不運にも貧困から抜け出せなくなった人々に精神的な潤いや喜び

を提供した（106）。アダムズとデュボイスは同時代人であり，両者は全米黒人地位
向上協会（NAACP）の創設メンバーであり，互いに知的交流があり，二人の社会
的弱者に対する姿勢には共通点があった。

　公民権運動の指導者のマーティン・ルーサー・キング・ジュニア牧師は，公民権

法成立後公民権獲得後は「最も小さい者」である黒人と貧者の人権を求める運動を

展開した（黒崎 223）。キング牧師のこうした姿勢を支えたものの一つに，デュボ
イスの精神もある。デュボイスの死後，彼の生誕 100周年を記念したカーネギーホ
ールでの食事会の席でキング牧師は，デュボイスを最も素晴らしい人々の一人であ

るとその預言者性を称え，デュボイスが時間と手間をかけて南部の黒人が日常的に

被っていた虐待と侮辱を明らかにしたことを指摘した。そして，キング牧師はデュ

ボイスこそが近代の社会学，歴史・文学研究の父であるとしながらも，彼のもっと

も素晴らしいのはその精神性であるとした。デュボイスが抑圧された人びとに共感

をささげ，あらゆる形の不正を甘受しなかったことこそが彼の美徳であるとした

（Blum 320）。
　デュボイスやキング牧師の他にも，19世紀末からアフリカ系アメリカ人に対す
る白人によるリンチの悪質性を調査報道したアイダ・B・ウェルズや，アフリカ系
の人々をターゲットにした収監システムへの反対運動を展開するアンジェラ・デイ

ヴィスといったアフリカ系の活動家・思想家の精神の底流には，一貫して弱き者へ

のケアの精神があり，それは，同国人であるヴォネガットにも通底していた。

FLCCCの医師らは，高額な新薬による治療や，高度な医療設備にアクセスするこ
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とができない人々の助けとなる，安全で廉価な治療法をパンデミック初期の頃から

共同で追究していた。この医師らの社会的に弱い立場にある患者の人々に対するケ

アの精神の背景には，アフリカ系アメリカ人の思想家や運動家が米国において打ち

立てた，最も弱い立場に追いやられた人々への配慮と慈しみの思想の系譜が，

（FLCCCの医師らの中にはアフリカ系の人はいないのであるが，）あるように思わ
れる。

パンデミック，言論の規制，ディストピア

　新型コロナのパンデミック下，緊急事態への対応のために，世界各国で民主主義

や自由主義に制限がかかったことについては，今後多角的な見地からの精査が求め

られるであろう。パンデミック下の英語圏の国々においては，各国の大手メディア

と情報技術企業が連携し，WHOの方針に従った各国政府の COVID︲19対策とは
異なる医学的見解や公衆衛生政策上の主張は，情報規制の対象とされたことを，米

国の弁護士のロバート・F・ケネディ・ジュニアとブレット・スワンソンは問題視
している（Kennedy Jr. 27︲57, Swanson）。このような言論統制により政府の方針
に対する異論が封じられることになり，英語圏各国のパンデミック対応に十分に自

由主義的な，異論を戦わせるかたちの健全な議論がなされなかったことを，ケネデ

ィ・ジュニアは指摘している（27︲57）。
　ヴォネガットの小説『スローターハウス 5』（1969年）は，1973年にノース・ダ
コタ州ドレイク市の教育委員会により，内容が不健全であると指摘され，焼却され

た（『パーム・サンデー』15）。ヴォネガットはドレイク市教育委員会への抗議の手
紙の中で，いかにその焚書の行為が「善良な市民であり，まさしく現実に生きてい

るひとりの人間」としての彼を傷つけるものであったのかを主張し，書物を憎んで

焼き払うような行為は反アメリカ的であり，悪であり，愚劣であるとして批判した

（『パーム・サンデー』15︲19）。さらにヴォネガットは，1979年に行われたアメリ
カ市民自由連合の募金集会で，教育委員会による特定の文学作品の学校図書館から

の排除は，権利章典でアメリカ人に認められた言論の自由を脅かすものであるとし

て抗議した（『パーム・サンデー』22︲27）。
　小説『プレイヤー・ピアノ』（1952年）の中では，言語を用いたディストピア的
支配が展開される。第 3次世界大戦後の未来社会では，巨大企業の管理者と技術者
から成る少数の上層階級が政府よりも権力をふるっており，民主主義が失われてい
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る。近未来の寡頭制は，プロパガンダの言語により支えられている。大企業のイリ

アムの恒例行事では，体制を維持するべく，反抗勢力の過ちを示し，彼らへの支持

を失墜させるメッセージを込めた演劇が毎年繰り返し上演される。また，この小説

中の社会では「小説家」になって執筆活動するには，事前に「全米美術文芸評議

会」の批評とブッククラブへの推薦を受ける必要がある。登場人物の一人の小説家

志望の男性は，書き上げた小説の原稿を評議会に提出してブッククラブへの推薦を

待ったが，作品が難解に過ぎたためにどのブッククラブからも支持を得ることがで

きず，また，テーマが機械反対であったため，サボタージュを弁護するものと見な

され，評議会の推薦を受けることができなかった。この社会でのブッククラブは，

小説の芸術的価値に目を向けることはなく，ただひたすら本を安く確実に多くの読

者の元に届けるための効率的な市場調査のためのシステムとして存在している。小

説家志望の男性は，社会になじめずにいて，「人間がいまどこにいるか，どこへ行

こうとしているか，なぜそこに行こうとしているか」（『プレイヤー・ピアノ』428）
といった疑問を提出していたために，評議会に却下され，体制に小説家ではなく，

「広報活動」を担うようにと指示されることになる。寡頭体制と，作家の自由な想

像力とは相矛盾するものとなる。広報活動はこの社会の中では，「マス・コミュニ

ケーションの媒体の中で，重要人物を傷つけることなく，つねに経済および社会の

長期安定を第一目標として，議論を呼びそうな問題や制度に関する好意的な世論を，

応用心理学を用いて啓発することを専門とした職業」（『プレイヤー・ピアノ』423）
とされる。このように，民主主義の失われた社会は言論統制によって維持されるの

だと，ヴォネガットは『プレイヤー・ピアノ』の中で示唆している。エイミー・ア

チソンとショウナ・シェイムズによると，ディストピアの政府はあらゆる方法で情

報を統制し，人々が自らの抑圧された状況を把握することを妨げようとすると指摘

する。検閲は厳格に行われ，ニュースの発信は政府により管理され，一般市民が政

府にフィードバックを提供する経路はほとんどないのが，ディストピア下の情報規

制であるという（83）。
　コロナ・パンデミック下の米国では，感染症対策に関わるメディアや SNS上の
議論に対して，メディア組織と情報技術企業による情報規制が行われたことが指摘

されている。論文『COVID︲19に関する異論の検閲と抑圧：戦略と対抗戦略』の
執筆者であるシャー・ラズらは COVID︲19の政策と対策に関する議論を抑制しよ
うとする情報技術企業が，言論規制を行ったことを指摘した。そして，シャー・ラ

ズらによれば，大手の情報技術企業によって検閲されている医師や研究者の多くは，
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決して非主流の人々ではないということである。その多くは権威ある大学や病院で

働く科学者であり，本を著し，何十，何百もの論文を発表し，その研究が広く引用

されている専門家もいて，科学・医学雑誌の編集を担う者や，病棟やクリニックの

責任者もいるのだということである。シャー・ラズらは，異論の抑制や検閲の慣行

は，言論の自由や倫理原則の侵害，科学に対する弊害，公衆衛生や安全を損ねる可

能性など，広範囲に及ぶ影響をもたらすと報告している。

　科学的言論に対する検閲や抑圧に関する苦情はパンデミックに先行して存在して

いたが（Elisha et al. 2021, 2022 ; Martin），COVID︲19時代の新しい特徴は，Face-
book社や Google社などの情報技術企業が果たす役割が顕著であることであるとシ
ャー・ラズらは指摘する（Martin）。その顕著な例として，「グレート・バリント
ン宣言」のウェブサイトが Google社によって検索時のランキングを下げるように
設定されたことが挙げられると，シャー・ラズらは述べる（Myers）。ハーバード
大学，スタンフォード大学，オックスフォード大学の 3人の疫学者が中心となり，
2020年 10月に発表された「グレート・バリントン宣言」の宣言文（Kulldorff et 
al.）には，ノーベル賞受賞者のマイケル・レヴィットをはじめ，10月 20日の時点
で，4万人を超える科学者や医師が賛意を示し，署名していた。この宣言は，この
時期に州政府のレベルで感染拡大のレベルに応じて行われるようになっていたロッ

クダウン（都市封鎖）が，公衆衛生や，雇用・教育に悪影響をもたらすことから，

高齢者など重症化しやすい人々を保護しつつも，それ以外の人々は通常通りの生活

を送ることで集団免疫の獲得を目指す，というものである。このグレート・バリン

トン宣言の露出を減らすために，Google社は検索アルゴリズムを変更したのだと
いう（Myers）。2021年 2月，Facebook社は宣言に関わった科学者のグループが
立ち上げたページを削除した（Rankovic）。2021年 4月，YouTube社は，フロリ
ダ州知事ロン・デサンティスとグレート・バリントン宣言の執筆者が登場した，パ

ンデミックに関する公式公聴会の動画を削除した（Shir-Raz）。こうして，4万人
もの世界中の科学者と医者の警鐘を鳴らす声に，制限がかけられたのだった。

おわりに

　COVID︲19の感染対策のためにこのパンデミック 3年間に，世界各国でかつて
ないほどに，高度な医学や公衆衛生学の専門知識が求められた。そして，それらの

専門知識に基づいた感染対策は社会や人びとの生活や人間関係のあり様を大きく変
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えるほどの影響力をふるった。パンデミック開始から 3年経過し，社会や人びとや
経済に多大な影響を与えて感染対策が展開される過程で，米国では大手メディアと

大手 ITプラットフォーム企業によって感染症対策にまつわる言論が規制されてい
たことが明らかになり，論争を呼んでいる。感染拡大を抑制するために，迅速な政

策の決定と実施が求められる中であっても，社会的な議論の広がりがコントロール

されたことの問題を指摘する声は少なくない。本稿では，アメリカ文化・文学の主

要テーマと，コロナ禍における社会的議論の論点との共通点を探ることにより，人

文学的な視点からパンデミックの危機の輪郭を浮かび上がらせることを試みた。こ

の取り組みを通して，テクノロジーやテクノクラシーにより人びとが傷つけられる

ことのないように警鐘を鳴らすヴォネガットや大江，そして，社会的弱者に対する

ケアの精神に満ちたデュボイス，アダムズ，キング牧師，ウェルズやデイヴィスの

著作物は，パンデミックと，ケアと民主主義，自由主義の危機の時代に読み直すこ

とを求められるキャノンであることが確認された。

註

1．中山悟視によれば，「ヴォネガットは幼少期からの科学への信頼を原子爆弾によって喪
失した後，自らを取りまくテクノロジーとそのあり方を描くことで，未来への警鐘を鳴ら
し続けることとなった」（128）ということである。中山はヴォネガットによる批判の手法
や矛先を，以下のようにまとめている：「機械による効率化による人間の尊厳の喪失，テ
クノロジーを利用した高度な社会管理システムによる抑圧，軍事技術の発展にみられる道
徳心の欠如，人間的な感情が無視され，果ては人間が不要になること，といった具合だ」
（128）。
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